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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

熱気球から見た渡良瀬遊水地（北側より望む）

　

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
を
保
全
す
る
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

11
）
が
７
月
６
日
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
の
首

都
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開
か
れ
、「
渡
良
瀬
遊

水
地
」（
登
録
湿
地
面
積
：
２
８
６
１
ｈ
ａ
）

が
、
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
の
基
準
９
つ

の
う
ち
２
つ
に
該
当
し
た
と

し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の

本
来
の
目
的
で
あ
る
治
水
機

能
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

多
様
な
動
植
物
が
生
息
す
る

湿
地
の
自
然
環
境
を
保
全
・

再
生
し
、
そ
の
適
正
な
利
用

を
促
進
し
ま
す
。

【
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
】

　

昭
和
46
年
に
イ
ラ
ン
の
ラ

ム
サ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
湿
地
及
び
水
鳥
の
保
全
の

た
め
の
国
際
会
議
」
に
お
い

て
「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と

し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地

に
関
す
る
条
約
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
開

催
地
に
ち
な
み
、一
般
に「
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
条
約
の
精

神
は
、
世
界
的
に
重
要
な
湿

地
の
「
保
全
・
再
生
」「
賢

明
な
利
用
」「
交
流
・
学
習
」

を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

  

登
録
は
、
９
つ
の
国
際
的

な
基
準
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
て
い
る
湿
地
で
あ
り
、
国

内
で
規
定
す
る
３
つ
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
条
件
で
、

さ
ら
に
３
年
に
１
度
開
催
さ

れ
る
国
際
会
議
の
締
約
国
会

議
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

日
本
国
内
で
は
、
37
か
所
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
締
約
国
会
議
に

お
い
て
、
渡
良
瀬
遊
水
地
を
含
め
、
９
か

所
が
新
た
に
登
録
に
な
り
、
日
本
国
内
で

の
登
録
地
は
46
か
所
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

  （
２
、３
面
に
関
連
記
事
）
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渡良瀬遊水地  ラムサール条約湿地に登録


